
「柏崎市障がい者の多様なコミュニケーション手段の利用及び理解

の促進に係る施策の推進方針」の取組状況について（報告） 
 

１ 施策の推進方針及び取扱い【資料№１】 

 ・令和７(2025)年９月に制定した。 

 ・各所属における取組状況の振返りを年次で行うこととした。 

 ・取組状況を踏まえ、必要に応じて推進方針を見直すこととした。 

 

２ 令和７（2025）年度の取組状況（概要） 【資料№２】 

⑴ 多様なコミュニケーション手段に対する理解促進及び普及に関すること 

   各種イベントにおける障がい者理解促進のための啓発に取り組んでいる。 

⑵ 障がいの特性に応じたコミュニケーション手段利用の環境整備に関すること 

複数の所属が多様な媒体を活用した情報発信や、公共施設における分かりやすい情

報表示に取り組んでいる。 

⑶ 障がい者のコミュニケーションを支援する人材の養成及び確保に関すること 

   手話、要約筆記、点訳、音訳による意思疎通支援員の養成講座に取り組むとともに、

意思疎通支援者としての登録などにつなげ人材確保に取り組んでいる。 

 ⑷ 災害等における障がい者のための多様なコミュニケーション手段の利用環境の確保

に関すること 

   様々な方法による災害情報等の情報発信や自主防災組織との連携体制の構築に取り

組んでいる。 

 ⑸ 推進方針の運用 

   当事者団体や社会福祉協議会、ボランティア団体による取組との連携を図っている。 

 

３ 令和８（2026）年度からの取組 【資料№２】 

 ・市の条例制定後に、国で制定となった「手話施策推進法」の周知を兼ねた広報ピッ

クアップ記事の掲載 

 ・市主催事業における手話通訳及び要約筆記の設置について、庁内ルールの統一化 

 ・手話通訳及び要約筆記奉仕員の交通費支給 

 ・手話通訳奉仕員のフォローアップ研修の実施 

 

４ 取組関連予算 

 ・令和７(2025)年度決算額 ２，２５９千円 

令和８(2026)年度予算額 ２，７２５千円 （４６６千円増） 

 ・増加の理由は、市主催事業の手話通訳・要約筆記の設置のルール化による謝礼の増額及

び人材確保に関連する経費の増 

 

５ 今後の課題等 

 ・市民及び事業者への理解促進 

・市、市民及び事業者が連携して取り組む体制整備 

 ・意思疎通支援員養成講座の受講者の確保（人材育成） 


